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戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え 誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： 次世代ネットワーク基盤技術に関する研究開発 【総務省】

戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え 誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： フォトニックネットワーク技術に関する研究開発 【総務省】

施策名： 次世代ネットワーク基盤技術に関する研究開発 【総務省】

＜施策の概要図＞

平成２０年度対象予算： ３,００１百万円

（平成１９年度対象予算： ３,０５２百万円）

実施期間： 平成１８～２２年度

○ユビキタスネットワーク社会の基盤と
なるオールパケット型の次世代ネット
ワークを早期に実現するため、その基
盤となる技術の研究開発を総合的に実
施する。

①次世代ネットワーク制御技術の研究
開発
②次世代ネットワーク・アーキテクチャ技
術の研究開発
③高品質ユニバーサルアクセス技術の
研究開発

光・モバイルに対応した
ネットワーク統合制御環境
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次世代ネットワーク

平成２０年度対象予算： ３,６３７百万円
（平成１９年度対象予算： ３,４６５百万円）
実施期間： 平成１８～２２年度

○多様化・増大しつづける通信需要に対
応し、ネットワークの大容量化・高機能化
を図るととともに、将来のオール光通信実
現に向けた基盤技術の確立を目標として、
以下の課題につき、戦略的に研究開発を
行う。

(１)超大容量光ノード技術
(２)光波長ユーティリティ技術
(３)光波長アクセス技術
(４)集積化アクティブ光アクセスシステム
(５)ユニバーサルリンク技術
(６)全光ネットワーク基盤技術
(７)極限光ネットワークシステム技術

多様化するサービスやコンテンツに柔軟に対応し、エンドユーザ間で大容量通信ができる超高速フォ
トニックネットワークを低消費電力で実現するための要素技術を開発。

オール光化のために必要な、光ネットワー
ク基盤技術（光RAM技術、大規模光ラベ
ル処理技術等）の開発。
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（１）超大容量光ノード技術 （２）光波長
ユーティリティ技術
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